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申請者の提出作品「再生の行進」は今まで描いてきた野生・獣性の集大成といえる大作である。時間経過を
画面の中で表す絵巻物のような構成で描かれている秀作である。集大成ゆえに描かれている動物の表情が散
漫になってしまったのが惜しまれるが、卓越した描写力や色彩もその一つ一つが美しく、粒立っていて不思議
な透明感があり、気韻の生動が感じられる作品となっている。 
提出作品「侵蝕」はコウモリの群れに挑戦した意欲作で飢餓感が生じるものでなく、時間という手に入らな
いものへの渇望を描いているという。今後もいろいろな課題とモチーフに挑戦していってほしい。 
2015年11月30日、12月15日、主査、副査である日本画研究室教員の4名（梅原・関・手塚・斎藤）及び論文
担当第1副査、佐藤道信教授と共に審査会を行い、博士学位授与に値すると判断した。
